
令和７年９月１目 

公益社団法人 国土緑化推進機構 

 

 

 

「緑の募金」SDGs貢献使途限定募金の受付について 

 
 
 

「緑の募金」では、森林ボランティアによる森林づくり活動や森林・里山の保

全、資源の循環的な利用を支援し、このことにより国連サミットで採択された「持

続可能な開発目標」（SDGs）の達成にも貢献することとしています。 
 

 ご賛同いただける市民や団体の皆様から、広くご協力いただけるよう、SDGs達
成への貢献に使途を限定した緑の募金を、９月１日～10月３１日の間実施します。 
 
 募金に当たっては、SDGsの達成に貢献する取組として、事前にテーマ別に公募

した候補事業（別添の一覧表をご覧ください。）のうちから、募金の使途として希

望する事業を特定していただくこととなります。 
 
 テーマ 

〇 安全・安心な生活環境の保全への貢献（SDGs 目標 6、11 貢献） 
〇 気候変動対策への貢献（SDGs 目標 7、13 貢献） 
〇 生物多様性の保全と回復への貢献（SDGs 目標 14、15 貢献） 

 
 募金はWeb上で受付しますので、次のページからお願いします。 

http://www.green.or.jp/bokin/crowdfunding 
 

なお、募金目標額に達しなかった候補事業に寄せられた募金については、他の

候補事業の支援に使用される場合もあります。このことを含め、SDGs貢献使途限

定募金の用途につきましては、HPで公表いたします。 

 

 

 

 

（本件に関するお問い合わせ先） 

      〒102-0093 東京都千代田区平河町2-7-4砂防会館別館5階 

                 公益社団法人国土緑化推進機構 

(担当:募金部 今泉、箕輪) 

TEL 03-3262-8457 FAX 03-3264-3974 

E-mail bokin@green.or.jp 



テーマ２．気候変動対策への貢献（SDGs目標7、13貢献） 単位　千円

NO 団体名 代表者名 所在地 事業名 事業地 事業目的 事業内容 SDGｓ貢献 交付希望額 募金目標額
（交付希望額の1/2）

摘要

sdgs R７-
0１

特定非営利活動
法人 イカオ・
アコ

後藤 順久
神奈川

県

廃棄養殖池における
植林による豊かで美
しいマングローブ林
の再生

フィリ
ピン・
ボホー
ル州マ
ハナイ

島

二酸化炭素固定による気候変
動対策に寄与するため、地球
上の植物の中でも生産力に優
れるマングローブの植樹事業
を実施する。

　マハナイ島では、養殖地造成のためマングローブ林が消滅し、水生生物の生態
系や近海漁業不振への影響が大きく、またマングローブ林による防波機能も期待
できず危険な状態が続いている。当団体は、2009年から約40haに対し、40万本の
植林を行ってきた。
　当事業では、３万本のマングローブ苗を住民が採取し、ポットで育苗したの
ち、全住民が、サイト全体200haのうち、本事業によって４haに植栽する。樹種
は、かつて繁茂していたBakaw、Pagadpat、Bungalon、の３種類とする。海岸清掃
を行い、苗に絡みついて枯死の原因となる海洋プラスチックを除去するととも
に、枯死の場合は補植作業を行い、サイト全体の苗生存率向上を目指す。

1,4,13,14,17 2,964,000 1,482,000

合計 2,964,000 1,482,000

テーマ３．生物多様性の保全と回復への貢献（SDGs目標14、15貢献） 単位　千円

NO 団体名 代表者名 所在地 事業名 事業地 事業目的 事業内容 SDGｓ貢献 交付希望額 募金目標額
（交付希望額の1/2）

摘要

sdgs R７-
0２

一般社団法人
Hidamari

村田里穂 兵庫県
アグロフォレスト
リーによる森林再生
事業

インド
ネシ

ア・ス
マトラ

島

パーム油プランテーションの
拡大による森林破壊と生物多
様性の消失、人とゾウの軋轢
を、植樹による森林再生で緩
和回復させる。

　パーム油は市場価格の変動や土地劣化のリスクが高く、農家は経済的に不安定
になりやすく、また、森林の減少によって野生動物、特にスマトラゾウの生息地
が狭まり、農地への侵入・被害が頻発しており、地域に住む人々との衝突も深刻
化している。

　本事業では、現地NGO「Rimba Satwa Foundation (RSF）」と協働し、地域固有
の在来種や果樹を中心に植樹し、1年間で10ヘクタールのアグロフォレストリーを
整備する。これにより、失われた植生の回復とともに、、これまでパーム油栽培
に依存していた農家が、アグロフォレストリー（森林農法）へと転換できるよう
サポート、野生動物との緩衝地帯の形成も目指す。

1,11,13,15,17 1,417,000 708,500

合計 1,417,000 708,500

※ 今期、テーマ１の候補事業はございません。

総合計 4,381,000 2,190,500

令和７年（2025年）秋期 緑の募金事業（ＳＤＧｓ使途限定募金による支援）候補一覧


